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日本近代文学史に果たした同人誌の役割について考える

日
本
近
代
文
学
史
に
果
た
し
た
同
人
誌
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

は
じ
め
に
、
本
誌
第
四
十
六
号
が
な
ぜ
五
十
周
年
記
念
号
な
の
か
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
『
明
治
大
学
日
本
文
学
」
は
、
学
生
運
動
が
激
し
い

世
相
の
な
か
、
せ
め
て
研
究
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
有
志
の
院
生
・
学
部
生
が
数
名
集
ま
り
、
百
明
大
日
本
文
学
」
創
刊
号
（
昭
和
四
十
三
年
七
月
）
を
刊
行
し
た
と

聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
誌
名
を
『
明
治
大
学
日
本
文
学
』
と
変
更
し
て
第
三
号
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
昭
和
四
十
五
(
-
九
七

0
)
年
四
月
で
あ
っ
た
。
爾
来
、
第
十

号
記
念
特
集
号
（
昭
和
五
十
七
年
）
に
は
当
時
の
大
学
院
授
業
担
当
で
あ
っ
た
大
岡
信
先
生
（
本
多
秋
五
先
生
退
職
後
の
私
の
指
導
教
授
で
あ
っ
た
）
は
じ
め
四
名
の

先
生
方
が
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
さ
れ
、
第
一
一
一
号
か
ら
数
え
て
も
五
十
年
も
の
星
霜
を
経
て
い
る
名
実
と
も
に
学
外
の
研
究
者
た
ち
に
も
知
れ
渡
っ
て
い
る
研
究
同
人
誌
と

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
な
ぜ
研
究
同
人
誌
か
と
い
え
ば
、
「
学
科
」
な
ら
大
学
紀
要
を
刊
行
で
き
る
が
「
専
攻
」
な
ら
大
学
紀
要
は
刊
行
で
き
な
い
と
い
う
事
情

に
拠
る
と
い
う
。
が
、
今
や
本
誌
は
明
治
大
学
文
学
科
日
本
文
学
専
攻
の
準
機
関
誌
と
し
て
機
能
し
て
い
て
、
こ
こ
に
令
和
時
代
の
始
ま
り
と
い
う
あ
る
意
味
で
区
切

り
の
時
で
も
あ
り
、
第
四
十
六
号
を
五
十
周
年
記
念
号
と
し
た
次
第
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
日
本
近
代
文
学
史
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
同
人
誌
が
果
た
し
た
役
割
を
改
め
て
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。

尾
崎
紅
葉
、
山
田
美
妙
、
石
橋
思
案
、
巌
谷
小
波
、
川
上
眉
山
、
廣
津
柳
浪
ら
の
硯
友
社
の
機
関
誌
で
あ
る
『
我
楽
多
文
庫
j

(明
18
．
5
1
明
2
2
.
1
0
)
は
通
巻

四
十
三
冊
に
及
ぶ
日
本
最
初
の
同
人
誌
で
あ
っ
た
。
最
初
は
筆
写
回
覧
雑
誌
で
や
が
て
公
売
と
な
り
、
こ
こ
を
発
条
と
し
て
上
記
の
作
家
た
ち
が
文
壇
で
活
躍
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
文
学
界
」
（
明
2
6
.
1
1
明
3
1
.
1
)
は
、
「
女
学
雑
誌
」
か
ら
派
生
、
独
立
し
た
同
人
誌
で
、
北
村
透
谷
や
上
田
敏
の
評
論
、
樋
ロ
一
葉
（
客
員

格
）
の
小
説
、
島
崎
藤
村
の
詩
が
主
要
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
樋
ロ
一
葉
の
代
表
作
で
あ
る
「
た
け
く
ら
べ
」
（
「
文
学
界
．

l

）
明
2
8
.
1
1
明
2
9
.
1
)
は
博
文

館
発
行
の
文
芸
雑
誌
「
文
藝
倶
楽
部
J

の
明
治
二
十
九
年
四
月
号
に
一
括
再
載
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
白
樺
」
（
明
4
3
.
4
1
大
1
2
.
8
)
は
、
戦
前
の
同
人
誌
の
な
か

で
最
長
、
最
大
の
力
を
発
揮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
人
誌
は
、
小
説
、
戯
曲
、
小
品
、
論
文
、
評
論
、
感
想
な
ど
多
岐
に
渡
る
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
を
掲
載
し
た

が
、
そ
の
初
期
は
と
り
わ
け
西
洋
美
術
の
紹
介
で
そ
の
功
績
は
大
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
白
樺
派
作
家
と
い
え
ば
、
武
者
小
路
質
篤
、
有
島
武
郎
、
里
見
弾
、
長
輿
善

郎
ら
の
名
前
が
浮
か
ぶ
が
、
や
は
り
志
賀
直
哉
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
初
期
の
小
説
「
網
走
ま
で
」
「
剃
刀
」
一
サ
氾
の
犯
罪
」
は
今
で
も
よ
く
読
ま
れ

て
い
る
が
｀
志
賀
が
「
白
樺
j

か
人
道
主
義
の
色
を
濃
く
し
て
い
く
こ
と
に
反
撥
し
て
か
、
『
白
樺
j

と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
今
で
は
そ
の
代
表
作

の
一
っ
と
さ
れ
る
名
作
短
篇
「
城
の
崎
に
て
」
（
大

6
.
5
)
と
、
こ
れ
ま
た
そ
の
代
表
作
の
一
っ
で
あ
る
名
作
短
篇
＿
小
僧
の
神
様
」
（
大
9
.
l
)
を
同
人
誌
『
白

宮

越

勉
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（
み
や
こ
し

つ
と
む
•
明
治
大
学
文
学
部
教
授

樺
』
に
発
表
し
て
い
た
こ
と
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
『
奇
蹟
』
も
同
人
誌
で
、
の
ち
に
私
小
説
の
代
表
者
と
さ
れ
る
葛
西
善
蔵

の
「
哀
し
き
父
」
（
大
元

•
9

、
創
刊
号
）
が
そ
の
文
学
史
上
の
所
産
と
さ
れ
て
い
る
。
『
新
田
心
潮
』
も
同
人
誌
で
、
第
二
次
で
は
谷
崎
潤
一
郎
の
「
刺
青
」
（
明4
3
.

ll)
、
第
四
次
で
は
芥
川
龍
之
介
の
「
鼻
」
（
大
5
.
2
)
が
今
日
で
も
よ
く
読
ま
れ
る
名
作
と
し
て
文
学
史
上
に
印
象
付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
人
誌
『
青
空
』
に
は
梶

井
基
次
郎
の
「
檸
檬
」
（
大
1
4
.
l
、
創
刊
号
）
、
さ
ら
に
「
城
の
あ
る
町
に
て
」
「
路
上
」
「
K
の
昇
天
」
「
冬
の
日
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た

C

太
宰
治
の
場
合
、
そ

の
初
期
は
同
人
誌
を
渡
り
歩
き
、
同
人
誌
『
海
豹
』
に
「
思
ひ
出
」
と
「
魚
服
記
」
を
、
季
刊
同
人
誌
『
鵡
』
に
「
葉
」
と
「
猿
面
冠
者
」
を
、
同
人
誌
『
青
い
花
』

に
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
を
、
同
人
誌
『
日
本
浪
漫
派
』
に
「
道
化
の
華
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
第
一
創
作
集
『
晩
年
」
（
砂
子
屋
書
房
、
昭
1
1
.
6
)
に

収
録
し
た
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
、
本
多
秋
五
、
平
野
謙
、
山
室
静
、
埴
谷
雄
高
、
荒
正
人
、
佐
々
木
基
一
、
小
田
切
秀
雄
の
七
名
が
創
刊
時
の
同
人
で
あ
っ
た
『
近

代
文
学
』
が
日
本
近
代
文
学
史
上
で
最
大
規
模
の
同
人
誌
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
人
の
文
芸
評
論
家
、
平
野
謙
と
本
多
秋
五
は
明
治
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
大
学
院

担
当
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
教
え
子
の
一
人
で
あ
っ
た
私
で
な
く
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
誌
に
掲
載
さ
れ
今
日
で
も
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
も

の
に
、
安
部
公
房
の
「
壁

I
S
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」
（
昭
2
6
.
2
)
、
遠
藤
周
作
の
一
白
い
人
」
（
昭
3
0
.
5
、
6
)
な
ど
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
人
誌
は
、
同
人
た
ち
が

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
こ
こ
を
発
条
と
し
て
大
き
く
羽
拇
い
て
い
く
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
文
学
、
お
よ
び
文
学
研
究
の
衰
退
状
況
に
あ
っ
て
、
同
人
誌
の
果
た
す
役
割
は
い
か
ほ
ど
の
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
文
学
、
文
学
研
究
の
衰
退
は
一
時
的
な
も

の
に
過
ぎ
な
い
と
思
い
た
い
。
『
明
治
大
学
日
本
文
学
j

に
は
、
自
由
な
の
び
の
び
と
し
た
心
構
え
で
熱
を
込
め
、
学
術
論
文
を
執
筆
、
発
表
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

持
続
に
優
る
力
は
他
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
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